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１　公益財団法人宮崎県産業振興機構の概要 
 

　（１）　目　　的 

    県内中小企業における、経営基盤強化、経営の革新、技術の高度化及び新事業の創出並
　びに関係組織･機関との連携の推進等に資する事業を行うことにより、本県産業の振興を図
　るとともに、活力ある地域社会の形成に寄与することを目的とする。 
 

　（２）事　　業 

　　　①経営課題等に対する相談、助言に関する事業 

  　　②新事業の創出、新分野への進出等に対する助成に関する事業 

  　　③経営基盤強化に資する取引振興、設備導入等に関する事業 

  　　④産業振興に資する情報の収集、分析及び提供に関する事業 

  　　⑤産業振興に資する人材の育成に関する事業 

  　　⑥産業振興の基盤づくりに資する人的、技術的ネットワークの強化及び高度化等に関
　　　　する事業 
 

　（３）沿　　革
平12. 4 財団法人 宮崎県産業支援財団設立（4月1日）　　　　　　　　　　　

　（財）宮崎県産業技術情報センター(昭54. 9 設立)と 

  （財）宮崎県中小企業振興公社(昭43. 5 設立)を統合
  25. 4 公益財団法人に移行、名称を公益財団法人宮崎県産業振興機構に変更

 

　（４）組 織（令和６年３月３１日現在） 
評議員会（１１名）                                                                   

 総務企画課 庶務、予算管理、       

理事会                  機構全体の調整等               

　理事長１名 事務局長 経営情報課 経営相談・経営情報等提供 

 副理事長１名                                    中山間地域の産業振興など       

 常務理事１名  新事業支援課 新事業・新分野進出支援 

　理事６名 産学官連携の推進など 
 
     フードビジ 農商工連携・フードビジネスの 

      監　事    ネス推進課 推進など
        ２　名                             
                      産業振興課 設備資金貸付・取引の振興など  
                                                           

企業成長促進室 ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑによる企業成長促進

常勤役員                   ３名
職員①（県派遣職員・ﾌﾟﾛﾊﾟｰ職員・企業派遣職員）                 １５名
職員②（有期雇用職員・無期雇用職員）                 ２１名
コーディネーター、アドバイザー等（委嘱契約等）                 ４２名
          合　　　計               　８１名

 

（５）所 在 地                                                     

　　　①　宮崎市佐土原町東上那珂16500番地2（宮崎県工業技術センター内）。       
　　　②　なお、当機構が運営する「みやざきフードビジネス相談ステーション」は宮崎グ 

　　　　リーンスフィア壱番館（ＫＩＴＥＮ）３階に、また企業成長促進室の職員が事務局
　　　　員を務める「宮崎県企業成長促進プラットフォーム事務局」は同７階に設置。



２　評議員会・理事会の開催状況 
 
　 
　（1)評議員会の開催状況 
 
　　　第１回評議員会 
　　　　 日　時：令和５年６月２９日 

場　所：宮崎観光ホテル　東館２階「紅」 
　　　　 議　事：(1)令和４年度事業報告について 
　　　　　　　　 (2)令和４年度収支決算について 

(3)評議員の選任について 
　　　　 　　　　(4)役員の選任について 
 
　　　  第２回評議員会 
　　　 　日　時：令和６年３月２７日　 
　　　　 場　所：ニューウエルシティ宮崎　２階「高千穂」　　　　  
         議　事：(1)評議員の選任について 
                 (2)役員の選任について 

 （3)評議員及び役員の報酬等に関する規程の変更について
 　

 
　（2)理事会の開催状況 
 
　　　　第１回理事会 
         日　時：令和５年４月１日　 書面審議 
　　　　 議　事：(1)業務執行理事の選定について 

 (2)諸規定の改正について 
　　　　　 
　　　 第２回理事会 
　　　　 日　時：令和５年６月８日 
         場　所：ＫＩＴＥＮ８階コンベンションホール大会議室 
         議　事：(1)令和４年度事業報告について 
               　(2)令和４年度収支決算について 
              　 (3)令和５年度第１回評議員会の開催について 
          
      第３回理事会         
        日　時：令和５年６月２９日　 書面審議         
        議　事：(1)代表理事及び業務執行理事の選定について 
 
　　　 第４回理事会 
　　　　 日　時：令和５年１０月２４日 
　　　　 場　所：ＫＩＴＥＮ８階コンベンションホール中会議室 
　　　　 議　事：(1)令和５年度上半期における事業の進捗状況等について 
                 (2)令和５年度事業計画及び収支予算の変更の専決等について 
 
　　　 第５回理事会 
　　　　 日　時：令和６年３月５日 
　　　　 場　所：宮崎観光ホテル　東館２階「大虹」 
　　　　 議　事：(1)令和５年度の業務執行状況等について 
                 (2)令和６年度事業計画及び収支予算並びに資金調達及び設備投資に
　　　　　　　　　　見込みについて 
                 (3)令和５年度第２回評議員会の開催について



３   令和５年度事業の概況 

 

  第６期中期運営計画（令和５～８年度）の初年度となった令和５年度は、新型コロナウ

イルス感染症が５類感染症に移行し、社会全体がコロナ禍からの景気回復に向けて動き始め

た一方で、原材料等の物価高騰や人材不足の中、デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）

やゼロカーボンへの対応も必要となるなど、引き続き多くの県内事業者が厳しい経営環境に

置かれるとともに、県民の生活や経済活動にも大きな影響が及んだ。 

 

　こうした中、当機構では国、県及び関係団体と緊密な連携を図りながら、様々な要因によ

り厳しい経営環境に置かれた県内中小企業に対する支援策を迅速かつ的確に実施するととも

に、産学官の共同研究、事業者の新しいビジネスモデルへの転換や地域課題解決に向けた起

業等の取組に対しても積極的に支援を行ったところである。 

　 

　開設から１０年目となった「よろず支援拠点」では、事業者からの相談への対応に加え、

コーディネーターで編成したチームによる経営力再構築のための伴走支援を実施したほか、

コワーキングスペースを巡回するセミナーや商工団体・金融機関等と連携した出張相談会の

開催、女性起業家育成のためのプロジェクト事業や女性起業家の学びとマッチングを目的と

したよろず女子会等を実施した。 

　食品関連事業者の様々な悩みや課題に対するワンストップ相談窓口として設置している

「みやざきフードビジネス相談ステーション」においては、事業計画策定から商品開発、食

品表示、販路開拓まで幅広く支援を行うとともに、これまでの支援事業者相互の交流を深め

るための開設１０周年記念セミナーを開催した。また、農山漁村発イノベーションサポート

センター及びみやざきＬＦＰ（ローカルフードプロジェクト）事務局として、新たな取組に

挑戦する農林漁業者等への支援を実施した。 

　企業成長促進室のプロジェクトマネージャーによるチーム支援では、自己変革力を身につ

け、新たなビジネスモデルに挑戦し、環境変化に柔軟に対応できる企業を育成するため、「宮

崎県次世代リーディング企業」として、新たに認定された２社を含む８社に対し伴走支援を

行った。また、成長期待企業や次世代リーディング企業を対象に、情報交換に加え、異業種

間交流やビジネスマッチング促進を図るため「企業成長促進サミット２０２３」を開催した。 

　取引振興においては、県外に配置しているアドバイザーと連携しながら、企業の取引に関

する情報や技術の動向等を広く収集・提供するとともに、商談会や大都市圏で開催される展

示会への出展なども行いながら、県内中小企業の取引拡大を図った。 

 

　また、こうした公益財団法人としての役割を果たしていくためには、財政基盤の安定化が

不可欠であることから、引き続き、各事業の予算の執行管理を徹底するとともに、自主財源

の確保を図るため、引き続き賛助会員の加入促進に努めた。 

 

　以上、令和５年度は、「みやざきの次代を担う企業を支援！」するという第６期中期運営

計画の基本理念のもと、機構内の各課・室及び関係機関・団体間の連携を強化するとともに、

経営者等との対話を通じて本質的な経営課題を把握し、より実効性のある支援にスピード感

を持って取り組むよう心がけながら、県内中小企業・小規模事業者の持続的成長・発展に向

け、職員一丸となって取り組んだところである。 



　令和５年度に実施した各事業の実績については、以下の通りである。 

 



(1)　経営課題等に対する相談、助言に関する事業 
 
　 ①中小企業等経営再構築サポート事業（事業費：5,063,909円　県） 

事業の再構築に取り組む企業に対して、当機構内にプロジェクトチームを構成し、

支援計画の策定、コーディネーター等による助言指導や専門家派遣等の伴走支援を行

うことで、事業継続が図られるとともに、新たな成長への基盤づくりを行うことがで 

きた。 

支援企業数  ９社

専門家派遣回数  延べ５４回

 
　　②みやざきビジネス応援プラザ運営事業（事業費：2,632,915円　機構） 
　　　　創業意欲があり優れた事業計画を持つ個人起業家やベンチャー企業を支援・育成す
　　　るため、インキュベーションルームを低価格で提供するとともに、よろず支援拠点と
　　　連携して経営に関する指導・助言を行い、一貫した創業支援を行った。 
 

入居者数    　　５社 （令和６年３月末現在）               
 
　　③よろず支援拠点事業（事業費：79,592,616円　国） 

中小企業や小規模事業者の起業・成長・安定の各段階のニーズに応じたきめ細やか
な対応を図るため、中小企業診断士、弁護士、税理士、広告戦略やＩＴ関連分野の専
門家など、総勢２２名のコーディネーターを配置し、多様な相談に対応した。 

相談対応に当たっては、宮崎市中心部、都城市、延岡市、日南市にそれぞれサテ
ライトを開設するとともに、県内の創業支援拠点（都城市未来創造ステーション、
えびの市起業支援センター等）や金融機関で出張相談会を開催するなど、相談者の
利便性向上を図った。 

また、最も相談者が多い宮崎市中心部のサテライトについては、令和３年９月にコ
ワーキングスペースである「ATOMica宮崎」に移転し、相談者の利便性の更なる向上
とコワーキングスペースを活用する事業者や個人事業主、起業を検討している方への
相談対応など新規相談者及び人材の獲得に取り組んでいる。 

 
  （コーディネーター　２２名　※令和６年３月末日）

チーフコーディネーター 　川野　圭介 　中小企業診断士
サブチーフコーディネーター 　長友　慶徳 　弁護士、弁理士
 　柳本　明子 　ＩＴ企業代表

　宮本　祐輔   中小企業診断士
コーディネーター 　糸山　秀彦 　税理士

　江藤　裕一 　コンサルティング企業代表
 海老澤まさかず 　ＩＴ企業代表
  倉吉　教文   元商工会議所専務
  黒田　泰裕   中小企業診断士
  河野　宝 　税理士
  島中  星輝 　デザイン企業代表
　下松　孝裕 　中小企業診断士
  髙橋　忠伸 　中小企業診断士
　中城　健太 　中小企業診断士　
  新田　裕章   中小企業診断士
　畠山　容子 　広告事務所代表
  馬場　拓   中小企業診断士
  堀川　寿美恵   社会保険労務士
  松田　敬一   広告制作会社代表
  宮田　理恵 　コンサルティング企業代表 
　森　　祐一 　ＨＡＣＣＰ総合支援マネージャー
  小園　勝之   アートディレクター

 
 
 
 



（企業相談実績） 
 業　　種 相談件数 課　　　題 相談件数   
  サービス業 ２，６０５件  経営知識 １，１８４件   
  卸売業、小売業 １，１２５件  広報戦略・広告デザイン １，０３２件   
  宿泊業、飲食業 ８７１件  事業計画策定 ９７１件   
  製造業 ５４９件  施策活用 ４１８件   
  農業・漁業・林業 ３０２件  販路提案 ７１２件   
  医療・福祉 ３５２件  ＩＴ活用 ６４０件   
  建設業 ３０３件  資金繰り ３０３件   
  その他 ４３５件  現場改善・生産性向上 ２１９件   
 合　　　計 ６，５４２件  市場設定・調査 ２２８件   
  商品開発 ２４７件   
  雇用・労務 １８１件   
  事業連携 １３４件   
  その他 ２７３件   

合　　　計 ６，５４２件
  

  （出張相談会開催状況） 

 開催回数 相談者数 開催場所  

 ２０７回 １，１３３名 日本政策金融公庫宮崎支店  

  日本政策金融公庫延岡支店  

 商工中金宮崎支店  

 宮崎第一信用金庫本店  

 宮崎第一信用金庫都城営業部  

宮崎第一信用金庫日南営業部 

宮崎商工会議所 

都城市未来創造ステーション 

延岡コワーキングスペース 

えびの市起業支援センターほか

 

（セミナー開催状況） 

 開催回数 参加者数 開催テーマ

 　６３回 ７１２名 ・ＩＴ活用に関すること 

 ・雇用に関すること 

 ・インボイスに関すること 

・創業に関すること 

・事業承継に関することなど

 

（その他） 

○みやざき女性起業家育成プロジェクトＮ-ext 

開 催 日：令和５年１１月１１日（土） 

会 場：ＡＴＯＭica宮崎 

参 加 者：最終審査進出者、審査員等 

内 容：県内で新たなビジネスに挑戦する女性を対象にコンテストを実施。書類

審査、プレゼンテーション審査を経て、優秀賞３名を決定（下表）。 

                  応募総数　２５名　　最終審査進出者　１０名 

 

 

 

 

 



 

    氏　　名      　　 プラン名 　　  概　　要

倉　倫子 女性達へ変わる体に「あきら 産前産後や妊娠中でも現

める」をいわせない 場で活躍できる、働く女

シームレスに寄り添う　最強 性のパンツの製作・販売

ワークパンツＲｉｎｐａｎ（リ

ンパン）

椎屋　美鈴 福祉の精神とビジネスの融合 人材不足の解消と病児向

～みんなが幸せになる着地点 け多機能型福祉施設の運

営の両立

関島　美弥 町の目的地ブランディング 事業承継した地元のパン

屋の広域的集客を可能と

するカフェへの転換

                                                                            

　　〇宮崎県よろず支援拠点地域支援機関連携フォーラム 
        開 催 日：令和５年１０月１７日（火） 

        会　　場：ＫＩＴＥＮ８階コンベンションホール 

        参 加 者：県内の金融機関等の支援機関ほか 

        参加人数：７９名 

        内　　容：支援事例発表、セミナー「エンジニアと起業」 

 
 
(2)　新事業の創出、新分野への進出等に対する助成に関する事業 
                                                                                 
　　①みやざき農商工連携支援事業（事業費：7,332,820円　県） 

中小企業者又は農林漁業者による地域資源を活用した、宮崎県産の素材に付加価値
を付ける商品開発・商品改良の取組を支援した。 

また、コロナ禍後の新たな消費者ニーズや物価高に対応した商品開発等を促進す
るため、ＥＣを活用した販路開拓に関するセミナーや個別相談等を実施した。 

 
    ア　商品開発・商品改良の取組への支援 
 事業者名 事業計画名  

  
  １  (株)オンザマーク 小麦粉を使用しないお菓子の開発（みやだいずを  

   使用し、県内農産品を使用した新商品 の開発とパ  
ッケージとパンフレットのデザイン作成）  

２ おかし屋さんhapihapi 販売拡大・販路拡大のためのデザイン・パッケー  
   ジ・販促ツール制作  
３ フルーツデザイン(株) 宮崎県産フルーツでつくるギフト用「REFURU（リ  
   フル）みやざきチーズケーキ」の商品開発、及び  

販路拡大プロジェクト  
４ (有)竹炭の里 県産素材と伝統的炭焼技術を組み合わせた新商品  
 開発  
５ 千徳酒造(株) 県内初の粕取り焼酎を高付加価値商品として、思  

わず手に取りたくなるパッケージを形にして販路  
拡大を展開する。  

６ (株)SHIN-SEIアグリ事業部 宮崎県産赤紫蘇の自社抽出加工「赤紫蘇抽出エキ  
   ス」を活用した「赤紫蘇サイダー」の 開発  
７ ティケイ・エビス(株) 新鮮なレバーを利用した逸品『極トロレバー』で  

国産鶏肝の魅力を全世界へ  
８ じろう畑とまさみの食卓 自家製落花生で作る「香ばしいピーナッツドレッ  

シング」のレシピ・商品開発  
９ (株)アシェンテ 宮崎県産小麦を使用したドーナッツ販売強化事業  

 
10 奥霧島地域商社 高原町産ニジマスを活用した宮崎名産の新開発事  

  つながるたかはる(株) 業  



 
11 エスニック料理ハロハロ 店舗の魅力が詰まった4種の冷凍食品ギフトの開発  

                                                                                 
イ　セミナー等 
・商品開発を含めたネットショップ運営に関する基本的事項のセミナー 

　　　　　３回実施　参加３２者 
　　　・ＥＣ販売やマッチング、商品開発等についてのオンライン相談 
　　　　　１コマ１時間程度　１８回実施 
　　　・商品提案書の作成をワークショップで学び、作成した提案書と商品サンプルを求評
　　　　会に提出して、結果をオンラインで個別に解説　参加９事業者 
 

　　②技術開発支援コーディネート事業（事業費：4,774,146円　県） 
　　　  公募型研究開発プロジェクトへの提案内容の企画・設計を行うコーディネーターを
　　　配置することにより、優れた研究成果の事業化を支援した。 
 
　　③環境イノベーション支援事業（事業費：22,852,128円　県） 
　　　ⅰ　産業廃棄物の排出抑制やリサイクルを促進するため、産学官が連携した共同研究 
　　　 グループや県内企業が行う環境リサイクル関連の新事業創出に対して支援を行った。 

テ　ー　マ 管理法人 共同研究者
１ バイオスティミュラントに着目した新し 環境土壌クリニッ (有)エコロ

い堆肥製造のための分析サービスの確立 ク
【Ｆ／Ｓ】４年度採択

２ 宮崎県産水産物由来未利用資源のシニア (株)九州築地 宮崎大学 
食への応用可能性基礎実験 宮崎県食品開発セン
【基礎実験型Ｆ／Ｓ】４年度採択 ター

３ 発酵技術を用いた産業廃棄物であるおか (株)オカラテクノ 宮崎県食品開発セン
らの新たな食用利用 ロジズ ター
【Ｒ＆Ｄ】４年度採択

４ 鶏ふんの燃料ペレット製品の実用化に向 (株)松山 都城工業高等専門学
けた研究開発 校
【Ｒ＆Ｄ】４年度採択

５ 漬物残さからの有用成分回収技術の開発 (株)上沖産業 宮崎県工業技術セン
【Ｒ＆Ｄ】４年度採択 ター

６ マットレスリサイクルに関する可能性の   
調査 九州北清(株) － 
【Ｆ／Ｓ】５年度採択

７ 糖廃液排出削減のための処理工程の最適 (株)穴吹ハウジン  
化の基礎実験型調査 グサービス 宮崎大学
【基礎実験型Ｆ／Ｓ】５年度採択

８ 処理困難な多種類の産業廃棄物を利用し   
た固形燃料（RPF）の製造のための基礎  (株)塩川産業 宮崎大学
実験型調査 
【基礎実験型Ｆ／Ｓ】５年度採択

 
　　　ⅱ　環境リサイクル関連事業で支援した研究開発成果の事業化や製品の販売促進を 
　　　  図るため、企業の展示会等への出展支援を行った。 

テ　ー　マ 事業者名
１ 「フードストアソリューションズフェア２０２３」、 (株)ＭＯＭＩＫＩ

「フードエクスポ九州２０２３」、 
「メイカングループ展示商談会」、「フードスタイル関西」、
「スーパーマーケット・トレードショー２０２４」、 
「ＦＯＯＤＥＸＪＡＰＡＮ２０２４」への出展及び 
「新宿ＫＯＮＮＥ」での試食販売

２ 「中小企業　新ものづくり・新サービス展」への出展 吉玉精鍍(株)
　　　 
 



　　　ⅲ　環境リサイクル関連の研究開発テーマの掘り起こしを図るため、県内企業の潜在
　　　　的開発ニーズや大学・公設試・企業の研究・技術ニーズの調査等を行った。      
                                                                                   
　　【研究開発等ニーズ調査】                                              
　　　・調査企業数：県内企業５７０社（回答数９８社　回答率１７．２％）           
　　　・成　　　果：研究開発テーマ候補６件を掘り起こした。                       
                                                                                 
　　　④知財等活用ビジネスプロデュース事業（事業費：14,243,400円　県） 
  　　  　事業戦略の策定・実現に係るスキルを持つビジネスプロデューサーと連携し、県
　　　　内中小企業における知的財産及び無形資産を活用した事業創出や、新たな販路・取
　　　　引先の開拓等を伴走支援するとともに、担当支援機関における支援ノウハウの蓄積
　　　　を図った。 
  　　 
  　　　 （支援概要） 

支援企業 担当支援機関 支援内容
(株)菓te-ri 椎葉村商工会 新商品の開発 

販路開拓　等
(株)ひなもり銘木 小林商工会議所 ベンチャー企業とのﾏｯﾁﾝｸﾞ 

販路開拓　等
(有)ギフトハウスマエダ 日南商工会議所 県内企業との共同開発 

販路開拓　等
(株)イート (株)宮崎銀行 県内企業との共同開発 

首都圏でのマーケティング　等
  
　　　⑤中小企業特許出願等支援事業（事業費：2,725,610円　国　機構）               
　　　ア　知的財産を活用した中小企業の振興を図るため、中小企業の特許出願、意匠出願 
　　　　に要する経費の助成を行った。                                               

助　成　件　数 助　成　金　額                      
         　５件  　　　４５９，０００円                     

                                                                                 
　　　イ　中小企業等が外国での事業展開等に活用する産業財産権(特許、実用新案、意匠 
　　　　商標、冒認対策の出願)に要する経費の助成を行った。                          

助　成　件　数 助　成　金　額                      
           ４件  　２，２１０，０００円                     

                                                                                 
　　　 

(3)　経営基盤強化に資する取引振興、設備導入等に関する事業 
 
　　①取引振興事業（事業費：19,544,546円　県）   
　　　　下請取引等に関する企業情報、技術動向等を広く収集・提供するとともに、商談会
　　　の開催、展示会への出展支援により、中小企業の受注の確保と取引先の多角化を支援
　　　した。  
    （登録企業の状況）      

  　区　　　分  令和５年度登録実績 　累計登録企業数       
　発　注　企　業         －      ２２１ 企業       
  受　注　企　業       　４ 企業      ４３４ 企業       
        計       　４ 企業      ６５５ 企業      

                                                                   
　　（事業実績）  
    ア　受発注情報等収集提供事業 

    区　　　　　分   件　　数      
取引あっせん・紹介件数    ４８５ 件      
指導・相談件数    　９５ 件      
　内　取引あっせん    　７７ 件      
  内  経営関係    　　１ 件      
  内  技術関係    　　４ 件      



  内  その他    　１３ 件      
県外企業訪問件数    ２８８ 件      
成立件数（過年度含む）    １１２ 件      
成立金額（　　〃　　）  169,174 千円     

 
　　イ　商談会等開催事業 
     名称・開催日 会　　場 参加企業数 備考    
     ものづくり取引拡大商談 MRTmicc 発注企業 　９社 機構主催の商談会    
     会 (宮崎) （宮崎市） 受注企業 ４６社    
      令和5年9月5日、6日 商談件数  115件    
        
     ものづくり取引拡大商談 天神スカイホ 発注企業 １０社 機構主催の商談会    
     会 (福岡) ール 受注企業 ２１社    
      令和5年11月16日 （福岡市） 商談件数 ６１件    
    製造技術マッチングフェ 西日本総合展 発注企業 ４１社 九州７県合同の対面、W    

ア（北九州市） 示場 受注企業 １５社 eb商談会    
　令和5年7月5日、6日 （北九州市） 商談件数 ５７件    
Web商談会 オンライン 発注企業 １０社 機構主催のWeb商談会    
 令和5年4月17日 受注企業 ２９社    
 令和5年5月17日 商談件数 ４５件    
 令和6年３月13日～15日   

　　　 
　　ウ　展示会等出展支援事業 
  名称・開催日 会　　場 参加企業数 備考

機械要素技術展（関西） インテックス 県内企業　６社 宮崎県ブースに県内企業
 令和5年10月4日～6日 大阪（大阪市） と出展

機械要素技術展（九州） マリンメッセ 県内企業　５社 宮崎県ブースに県内企業
 令和5年11月29日～12月 福岡（福岡市） と出展
 1日
中小企業テクノフェア 西日本総合展 県内企業　１社 宮崎県ブースに県内企業
 令和5年7月5日～7日 示場（北九州 と出展（製造技術マッチ

市） ングフェアと併催）
 
　　②みやざき小規模企業者等設備導入資金貸付事業（事業費：124,266,239円　県） 
　　　　小規模企業者の経営基盤強化に必要な設備の導入に対する貸付を行い、企業の経営
      基盤の強化を支援した。 
　　　  貸付実績 

      　 令和５年度 (参考)  令和４年度   
  業　種　別      　 資金貸付実績      　 資金貸付実績   

件数 金額（千円） 件数 金額（千円）   
農林水産業 １　 ２２，８７０　 １   ２５，０００   
建　設　業 １　 ２５，０００　 ３ 　　２２，９９０　   
製　造　業 ４　 ７２，２２０　 ２ ４７，０００　   
そ　の　他 ０　 ０　 ０ ０　   

  合　　　計 ６　 １２０，０９０　 ６ ９４，９９０　  
 
 

(4) 産業振興に資する情報の収集、分析及び提供に関する事業 
　  

   ①情報化支援活動事業（事業費：4,824,717円　県） 

  　   機構特選トピックスやイベントカレンダーなど活用頻度が高いコンテンツを安定的

　　に運用しつつ、相談業務を伴う支援策や機構の重要施策は中小企業等がより見つけや　

　　すいようサイドメニューに配置するなど、より分かりやすい情報提供を行った。また、

　　中小企業・ベンチャー支援策等のＰＲを行うためパンフレットの作成や、中小企業等に 



    有益な支援策を提供するメールマガジンを発行した。       

パンフレットの発行 　　　　　発行部数  ２，０００ 部

メールマガジンの配信 配信回数 ２３回 登録読者数  １，７６４者(R6.3.31)

 

 

(5) 産業振興に資する人材の育成に関する事業 
 

 　①人材育成事業（事業費：18,266,545円　機構 全国協会） 

 　　　中小企業の経営力・技術力の向上や企業の将来的成長につながる経営者・技術者等

　 　の人材育成を図るため、研修等に要する経費を助成した。 

 

　　　ア　企業経営力アップ人材育成支援事業  

　    　    中小企業の経営管理能力や技術力の向上を図るため、県内の中小企業の経営者 

　　　　　や従業員が国内の公私機関で実施される専門的な研修に参加したり、講師を招聘 

　　　　　して研修を開催する場合の経費の一部を助成した。 

（助成先） 

           ３９社 

  　　 （助成実績） 

研修等の内容 延べ企業数 延べ参加者数     

　経営管理関係    ２１ 件      １６５ 人      

  技術力向上関係    １７ 件    １０３ 人    

  その他      ２ 件       　６３ 人    

合計    ４０ 件       ３３１ 人       

 

　　　イ　未来みやざき産業人材育成事業 
ものづくり産業人材の育成を図るとともに、県内の新たな市場・産業の創出及び

デジタル技術導入など、県内産業の持続・発展を促進するため、県内中小・中堅企
業等の従業員等が取り組む地域資源等を活用した研究開発、新サービスの開発、デ 

        ジタル技術の導入を支援した。 
テーマ 企業名 備　考

 １ 自社商品「四億年のめぐみ」㈱藤木石油店 自社製品と五ヶ瀬町の観光名所
及び自社事業と観光産業の 及びナイトアクティビティを組
連携による新たな着地型観 み合わせた着地型観光開発に向
光商品の開発 けた実証実験に取り組む。

 ２ 汎用性の高い国内外プロモ 早川しょうゆみそ 粉末みそスパイスの国内外販売
ーション用動画制作と実証 ㈱ 展開における視覚効果の高いプ
研究 ロモーションに向けた実証実験

に取り組む。
 ３ ハンドメイド・クラフトの 合同会社ツクレタ ハンドメイド分野における作家

手作り体験教室（ワークシ と顧客ニーズを結びつけるプラ
ョップ）事業のプラットフ ットフォーム構築及び観光産業
ォーム構築と観光産業との との連携における実証実験に取
コラボレーション検証 り組む。

 ４ 陸上魚類養殖におけるリア ㈲大田商店 養殖における魚の活性状況及び
ルタイムカメラを活用した いけすからの飛び出し事故防止
デジタル管理化に向けた実 に向けて、webカメラを活用した
証試験 モニタリング実証実験に取り組

む。
 ５ ＩｏＴを活用した製造現場 アルバック機工㈱ 製造機械の稼働状況等をモニタ

ＤＸ化の確立 リングし、製造現場の最適化に
向けた実証実験に取り組む。

 ６ ＩＤ・メモリ付きタグの共 吉川工業アールエ 仕様の異なるRFIDタグ製造後の
通検査機の開発 フセミコン㈱ 検査工程における共通検査機器

の開発に取り組む。
 ７ 施設園芸ハウスにおける電 ㈱アルバ宮崎 電熱シートを用いた新たな農産



熱シート（ＰＨＦ）を用い 物栽培技術開発に取り組む。
た地温コントロール栽培技
術の開発

 ８ サツマイモの深紫外線（Ｕ ㈱ＭＦＥ ＨＩＭＵ 深紫外線を活用したサツマイモ
Ｖ－Ｃ）殺菌技術の開発 ＫＡ 貯蔵時における殺菌技術開発に

取り組む。
 ９ 昆虫食への展開に向けた効 ㈱宮防 コオロギの効率的な飼育方法の

率的コオロギ飼育の構築及 構築及び昆虫食展開に向けた加
び衛生的コオロギパウダー 工技術開発に取り組む。
製造技術の開発

 
 
(6)　産業振興の基盤づくりに資する人的、技術的ネットワークの強化及び 
　 高度化等に関する事業 
　 
　①中山間地域産業振興センター運営事業　（事業費：8,418,379円　県） 
　　　　中山間地域における事業者等からの相談に対応する「中山間地域産業振興コーディ
　　　ネーター」を配置し、地域資源等を生かした商品の開発や販路拡大の支援のほか、中
　　　山間地域の産業振興に資する「中山間セミナー」を実施した。 
 
      セミナー開催 

開　　催　　日 会　　場 参加者数 内　　　　　　容   
令和５年１０月３０日 木城町総合 ４１名 講演：  
（月） 交 流 セ ンタ 　テーマ「在籍出向について」   

ー 　講師：森川修氏  
  　（産業雇用安定センター所長）   
  在籍型出向の農業現場での利用  
　例について分かりやすく解説。   

 
令和６年２月２０日 道の駅高岡 　１８名 講演：   
（火） 　テーマ１  

  「商品開発からの登録商標につい   
　　て」  
  講師：川口敬義氏   

令和６年２月２１日 道の駅つの   ２１名   　　　（ＩＮＰＩＴ宮崎）  
（水）   テーマ２   

  「整理収納アドバイザーからみる  
　　現場の考え方」   
　講師：金丸央子氏  
　　　　（整理収納アドバイザー）  

 
　②みやざき地域課題解決型起業支援事業　（事業費：15,267,856円　県） 

地域課題の解決に取り組む新たな起業者を対象に、起業支援金の交付及び事業の立
ち上げ等に伴走支援を行った。 
　　　補助件数：６件　　　 　補助金額：10,385,000円 

商号 事業内容 開業届出日等
  認知症に係る高度な専門性を有する訪問 Ｒ５年 

１ ㈱こころケア 介護ステーション事業 ９月４日

  地域の農産物を活用した手作りジェラー Ｒ５年 
２ ＡＬＯＣＣＡ トの製造・販売 １２月２０日

  自家焙煎スペシャルコーヒーや自家製パ Ｒ５年 
３ ＺＫ ＣＯＦＦＥＥ ン、焼菓子の製造・販売 １０月５日

ＬＡＢ．
  発達障がい、不登校等の児童が福祉サー Ｒ５年 

４ 合同会社 ビスを受けるための、相談から申請を円 ５月１０日
Ｌｉｅｎ 滑に進める相談支援事業

  地域の農水産物を活用したイタリアンを Ｒ５年 
５ Ｔｓｕｙａｎｏ 提供する、古民家再利用のレストラン １１月７日

Ｆｒｅｓｃａ



  自然を楽しむアクティビティ客をターゲ Ｒ５年 
６ 宿家 ットとした、地域食材を活用する飲食及 １１月１５日

ｓａｌｖａｇｅ＋ び宿泊の施設
 
 ③東九州メディカルバレー構想拠点強化事業 （事業費：5,147,845円　県） 
　 　　東九州メディカルバレー構想が掲げる４つの拠点づくりのうち、「医療機器産業の拠
　 　点づくり」を推進するため、県内中小企業の医療機器産業への新規参入や取引拡大、 
    県内大学等との共同による医療機器開発等を段階的に支援できるよう２名のコーディネ
　　ーターと１名のアドバイザーを配置した。 
    （コーディネーター等の業務） 

名　　　称 業務内容
参入支援・開発支援コーディネーター 大学や臨床現場での情報収集、県内企業への

情報提供及び助言等 
販路開拓コーディネーター マーケットニーズの情報収集、県内企業への

情報提供及びマッチング支援等 
薬事戦略アドバイザー 医療機器の開発に係る情報収集、県内企業へ

の情報提供及び助言・指導等 

④フードビジネス推進基盤強化事業（事業費：49,295,248円　県） 

フードビジネスに関係する事業者等の様々な相談に対応するため、経営・財務、販売
戦略、販路開拓、デザイン、海外展開等の専門家を配置した総合相談窓口「みやざきフ
ードビジネス相談ステーション」を設置し、フード関連の関係機関とも連携を図りなが
ら、相談者の課題解決に向けた助言や提案等の支援に取り組んだ。相談は、面談のほか
オンラインでも実施し、ステーションを利用しやすいように努めた。　　　　　　　　
　　 

      ア　担当コーディネーター等（１９名） 
コーディネーター  藤藪　志保  商品開発、レシピ、食品表示

  森　　祐一  商品開発、販路開拓

  諏訪園　哲哉  商品開発、経営管理、品質管理

  大角　恭代  商品開発、食品表示

 久松　愛  商品開発、衛生管理

アドバイザー  奥山　真智子  品質管理、ＨＡＣＣＰ

  上野　晃治  事業計画、販売促進、マーケティング

  川越　おもと  品質管理、ＨＡＣＣＰ

  小松　弘幸  品質管理、ＨＡＣＣＰ

  小治　健太郎  研究開発、食品の機能性分野

 八田　淳  調理

 安藤　孝  食品の機能性分野、化学分析 

 湯浅　まき子  食品表示

 中治　十成  品質管理、ＨＡＣＣＰ

 尾﨑　恒夫  生産設備、食品工場設計

 上田　泰弘  海外展開支援

 頼　進文  その他（調理）

 長田　隆  品質管理、国際規格（HACCP）

 吉元　誠  商品開発、研究開発
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
      イ　相談実績 

相談区分 相談件数
商品開発 　　３４２
食品表示     ２５５
国、自治体等の助成金     １４１
販路開拓     １３９
マッチング     １３４
衛生管理       ５７
情報収集・調査       ５４
事業計画       ５２
デザイン       ４１
マーケティング       ３１
その他     １８１

計 １，４２７
 

ウ　相談対応以外の活動内容 
　　　　　・ホームページ、フェイスブックによる情報提供　 

　フードビジネスに取り組む企業等にステーションの活動を分かりやすく紹介
するために、機構のホームページ内に「みやざきフードビジネス相談ステーシ
ョン」のページを設けるとともに、フェイスブックのアカウントを作成し、随
時更新しながら情報提供を行った。 

・連絡会議等の開催 
 　フードビジネス相談ステーションの相談案件等について、関係機関の情報共
有及び事業の円滑な推進を図ることを目的に、月１回連絡会議を開催した。 

・ステーションニュースの発行 
　フードビジネス相談ステーションのＰＲを積極的に図っていくため支援事例
等を中心に年６回発行し、関係機関へ幅広く周知を図った。 

　　　　　・食品表示相談会の開催 
食品表示の適正な作成に取り組む企業を対象に相談会を月１回開催し、 

　　　　　　２７事業者３０件の相談に対応した。 
・ステーション開設１０周年記念セミナーの開催 

　　　　　　　開設１０周年を記念してセミナーを開催して、基調講演や県内事業者が参加
　　　　　　するパネルディスカッション等を行い、フードビジネス振興の促進を図った。 

（参加者１５８名） 
 

　⑤農山漁村発イノベーションサポート事業　（事業費：5,126,000円　県） 
　　　　農山漁村発イノベーション※に取り組む事業者に対し、専門家（プランナー）の派
　　　遣を行い、経営改善に必要となる伴走支援を行った。 
 
　　　※これまで農林漁業者が取り組んできた６次産業化をさらに発展させ、地域の文化
　　　　・歴史や森林、景観など農林水産物以外の多様な地域資源も活用し、地元の企業
　　　　なども含めた多様な主体の参画によって新事業や付加価値を創出する取組み 
 
　　【派遣実績】 
　　　　１２事業者に対し、延べ１６３回 
 
 

【支援対象事業者一覧】 
  

事業者名 所在地 主な支援内容   
  

 1  (株)田口ファミリー 延岡市 観光農園を核とした交流施設の整備に伴う事業   
ファーム 計画作成及びカフェのブランディング支援   

  
 2  (有)観音池ポーク 都城市 事業承継に向けた社長業の「見える化」「スリ   

ム化」、新施設整備計画の作成   
  

 3  (株)宮防 宮崎市 コオロギ事業の今後の展開についての整理と経   
営改善戦略の作成   

  
 4 su-nao farm  川南町 夏季のいちご加工品製造のための支援といちご   

　杉村　直樹 の青果生産販売を含めたブランディング   



  
 5  (株)リフル 綾町 自社の農産物や加工品の直売及びレストラン整   

備等による新たな経営戦略への支援   
  

 6  甲斐　正太郎 延岡市 製茶工場と商品の効果的なＰＲと認知度アップ   
  
  

 7  (株)日髙水産 延岡市 新商品の販路開拓と販売方法及び雇用体制の見   
直しによる経営計画の再構築   

  
 8 (株)宮崎なかむら 宮崎市 財務改善のための提案と日向夏の加工品の製造   

　農園 販売   
  

 9 杉尾農園 西都市 ニラの加工品の販路開拓及び経営改善戦略作成   
　杉尾　昌幸   

  
10 (有)竹炭の里 国富町 竹炭を使った自社商品の販路開拓・拡大にあた   

っての課題整理と経営改善戦略の作成   
  

11  (株)岩戸精米 高千穂町 自社の現状を踏まえた今後の事業展開の見える   
化と事業計画の作成   

  
12  ひなた原木椎茸(株) 日向市 組織体制の確立、原木椎茸のセールスポイント   

の整理、販路拡大   
 

 
⑥みやざきローカルフードプロジェクト（ＬＦＰ）強化事業　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事業費：7,500,000円　県） 
　　  　地域の農林水産物が地域産業の中で有効活用されるよう、地域の食品産業を中心
　　　とした多様な関係者が参画するプラットフォームを形成し、それぞれの持つ経営資
　　　源をプラットフォームに結集し、社会的課題解決と経済的利益の両立を目指した自
　　　発的かつ持続的な新たなビジネスの創出を図った。 
 
　　　（活動内容） 
　　　・みやざきLFPプラットフォームの運営　会員数２４９事業者 
　　　・研修会及びワークショップの開催（3回） 
　　　・「プロジェクトの卵」発表会の開催 

　・中間報告会及び成果報告会の開催 
　　　・プロジェクト支援（６プロジェクト） 

   
事業主体【構成員】 事業概要    

   
 1 マーケットインプロジェクト 海外の20～30代の女性をターゲットに    

【㈱トレードメディアジャパン、㈲緑の した県産果実等（日向夏、グレープフ    
里りょうくん、㈱宮崎なかむら農園、㈱ ルーツ、茶）を使用したリキュールの    
宮﨑茶房、井上酒造㈱、㈱あふれる】 開発    

   
 2 みやざき小麦粉・米粉活用プロジェクト 県産小麦や米粉を活用した新商品（パ    

【㈱アシェンテ、井野農園、㈱本坊農園、 ン・菓子・餃子）の開発及び販路開拓    
㈲重永建設、㈱野崎ファーム、おたに家 と県産原材料の消費拡大を契機とした    
㈱、ＪＡ宮崎経済連、㈱ラディッシュ、 産地づくり    
㈱毎日毎人、㈱都農ワイン、㈱宮交シテ    
ィ、㈱あふれる、ふらんす食堂Bistroマ    
ルハチ、南九州大学】    

   
 3 「米粉×スポーツランドみやざき」新時 県産米粉を活用したプロサッカー、プ    

代アスリート食プロジェクト ロ野球選手等アスリート向け「グルテ    
【㈱SAKU、㈱本坊農園、㈲シードカルチ ンフリー食パン」及び「スポーツ・シ    
ャー、㈱トレードメディアジャパン、㈱ リアルバー」の開発    
宮交シティ、㈱宮崎観光ホテル、㈱eat    
Link、㈱あふれる】    

   
 4 みやざきバナナ葉活用プロジェクト 高食物繊維・高たんぱく質・ミネラル    



【ネクストファーム㈱、プラバファーム、含有等の機能性を有したバナナの葉と    
いちごポタジェ㈱、㈱宮崎なかむら農園、県産プロテイン（県産ホエイ利用）の    
㈱ひむか農園、㈱MAGRI、アリマン乳業 組み合わせによる健康飲料の開発。    
㈲、㈱SUNAO製薬、㈱宮交シティ、㈱食 ※フレーバーとして県産バナナや日向    
品検査・研究機構、㈱eat Link、宮崎大 夏、へべす等を活用。    
学】    

   
 5 ニンジンブリッジプロジェクト協議会 綾町の有機農業の取組や農産物・加工    

 【㈲シードカルチャー、有木農園、合 品等を海外でＰＲし、綾町への誘客人    
同会社香月ワインズ、大山食品㈱、㈱ト 流（フィールドワークやモニターツア    
レードメディアジャパン、㈱ＪＴＢ宮崎 ーなどの誘客）につなげるサービスの    
支店、㈱エイチ・アイ・エス、綾川荘、 開発    
㈲ティーネットプロ】    

   
 6 宮崎ローカルフード協議会 Ａ品から未利用食材まで掲載された    

【ジャパンキャビア㈱、ケンコー食品工 「宮崎ローカルフード旬菜辞典」の制    
業㈱、はまや㈱、合同会社木の芽時、北 作及び未利用食材を用いた「みやざき    
浦さかな未来協議会】 茶漬け」の開発    

  
 
　⑦プラットフォームによる地域産業・企業成長促進事業（事業費：29,383,263円　県） 
　　　　産学金労官の１３機関で構成される企業成長促進プラットフォームの事務局を運営

し、成長期待企業の認定を行うとともに、同プラットフォーム構成機関が連携した企
業訪問等による指導・助言や企業の成長を促進する支援策等により、中核企業育成に
向けた重点的な支援を行った。 

 
　　　ア　成長期待企業の認定 

成長期待企業数 ２９社

 
 
　　　【成長期待企業一覧】                                   　　　 （五十音順） 

  
 企業名 業種 所在市町村  

  
 １ (株)池上鉄工所 生産用機械器具製造業 　 延岡市  

  
 ２ (株)井崎製作所 金属製品製造業    新富町    

  
 ３ (株)一平ホールディングス 飲食業／小売業    宮崎市    

  
 ４ (株)英楽 食料品製造業    門川町  

  
 ５ (株)オファサポート 老人福祉・介護事業／学習支援事業    宮崎市    

  
 ６ (株)九建   総合工事業    宮崎市  

  
 ７ (株)くしまアオイファーム 農業    串間市   

  
 ８ (株)コア・クリエイトシステム 情報サービス業    宮崎市  

  
 ９ (株)サニー・シーリング 印刷・同関連業    都城市    

  
 10 (株)システム技研 生産用機械器具製造業    都城市    

  
 11 (株)修電舎 電気機械器具製造業    延岡市    

  
 12 (株)新海屋 食料品製造業    延岡市    

  
 13 (株)ＳＨＩＮＧＡＫＩ 飲食料品卸売業    宮崎市   

  
 14 (株)ＳＵＮＡＯ製薬   無店舗小売業    宮崎市  

  
 15 スパークジャパン(株) 情報サービス業    宮崎市     

  
 16 (株)高嶺木材 木材・木製品製造業    日南市    

  
 17 (株)新原産業 その他の卸売業    三股町  

  
 18 日本情報クリエイト(株) 情報サービス業    都城市    

  
 19 ネオフーズ竹森(株) 食料品製造業    都城市  

  
 20 (株)日向屋 食料品製造業    門川町  

  
 21 ミクロエース(株) 金属製品製造業    宮崎市     

  
 22 (株)宮防 職別工事業(防水工事等)    宮崎市     

  



 23 (株)モリタ 輸送用機械器具製造業    宮崎市  
  

 24 森山工業(株) 金属製品製造業    延岡市  
  

 25 ヤマエ食品工業(株) 食料品製造業 　 都城市     
  

 26 (株)山崎産業 総合工事業    延岡市  
  

 27 大和フロンティア(株) 木材・木製品製造業    都城市  
  

 28 吉田産業(株) 木材・木製品製造業 　 日南市  
  

 29 (株)ワン・ステップ 物品賃貸業    宮崎市  

※上記２９社に加えて、「地域中核的企業」の認定を受けたミツワハガネ（株）及び宮
崎ひでじビール（株）についても成長期待企業として支援を行った。 

 
　　　イ　企業訪問等数 
　　　　　１３社に対して延べ１４３回 
 
　　　ウ　成長期待企業への外部専門家の派遣 

企業名 専門家分野 専門家

１ (株)SUNAO製薬 接遇・ビジネスマナー オフィスあかの　赤野千恵

２ 森山工業(株) ISO9001認証取得 (株)マネジメントフォース 
 久保　武志

３ (株)新原産業 人事評価、給与制度等構築 堀川寿美恵　社会保険労務士

　　　エ　企業成長ステージアップ支援事業補助金 

企業名 内容 補助額

１ ネオフーズ竹森(株) JFS-B認証取得   　338,000円

２ (株)九建 販路拡大   1,621,000円

３ (株)山崎産業 ブランディング強化 1,037,000円

４ (株)日向屋 販路拡大 602,000円

５ (株)英楽 設備整備 3,713,000円

６ (株)英楽  　 設備整備 1,023,000円

７ (株)SUNAO製薬 販路拡大     405,000円

８ (株)SUNAO製薬 販路拡大   1,333,000円

９ 森山工業(株) 設備投資   2,823,000円

10 (株)モリタ 設備投資   3,036,000円

            合計  15,931,000円

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
  ⑧新事業創出支援事業（事業費：19,459,647円　県） 

　「自己変革力」を身につけ、新たなビジネスモデルに挑戦し、環境変化に柔軟に対応
できる企業を育成するため「宮崎県次世代リーディング企業」を認定し、支援計画を
基にプロジェクトマネージャーの訪問による相談対応のほか、外部専門家派遣やビジ
ネスマッチングなどの伴走支援を実施した。 

 
ア　次世代リーディング企業の認定 

 
   次世代リーディング企業        ２社
 
    【次世代リーディング企業一覧】                                     （五十音順） 

企業名 所在地 企業名 所在地

1 (株)くしまアオイファーム 串間市 5 ミツワハガネ(株) 延岡市

2 (株)グローバル・クリーン 日向市 6 (株)ワン・ステップ 宮崎市

3 (有)産機サービス 宮崎市 7 (株)ドリームブロッサム 宮崎市

4 (株)ハニー 宮崎市 8 ミクロエース(株) 宮崎市

     ※７，８が令和５年度認定企業 

 
　イ　企業訪問等数 

８社に対して延べ１４０回 
 
　　　ウ　次世代リーディング企業への外部専門家の派遣 

 
企業名 専門家分野 専門家  

 
１ (有)産機サービス 人事評価・給与制度等構築 金丸秀一　社会保険労務士  

 
 

２ (株)ハニー 人事評価・給与制度等構築 金丸秀一　社会保険労務士  
 
 

３ (株)ワン・ステップ BCP対応構築 (有)薗田経営リスク研究所  
  

　  薗田　恭久  
 

４ (株)ドリームブロッサム 就業規則見直し 金丸秀一　社会保険労務士  

      エ　企業成長促進サミット2023の開催 

          日　時：令和5年11月7日(火)14:30～20:00 
          場　所：ニューウェルシティ宮崎 
　　　　　目　的：異業種間交流やビジネスマッチング、情報交換 
          参加者：成長期待企業（地域中核的企業含む）、次世代リーディング企業、 
                  各支援機関　計８２名 
          内　容：グループディスカッション 
                  　ﾃｰﾏ1「営業力・販売力の強化、新規顧客・販路の開拓」（3ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
　　　　　　　　　　ﾃｰﾏ2「組織体制の強化」(2ｸﾞﾙｰﾌﾟ) 
                  講演「ＤＸ入門」  ｽﾊﾟｰｸｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱代表取締役　岡田憲明　氏 
　　　　　　　　　交流会 

  


	　 　 ④フードビジネス推進基盤強化事業（事業費：49,295,248円　県）
	　 　 フードビジネスに関係する事業者等の様々な相談に対応するため、経営・財務、販売戦略、販路開拓、デザイン、海外展開等の専門家を配置した総合相談窓口「みやざきフードビジネス相談ステーション」を設置し、フード
	　 　 コーディネーター
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 /
	　 　  久松　愛 商品開発、衛生管理
	　 　 アドバイザー
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 /
	　 　 /
	　 　  八田　淳 調理
	　 　  安藤　孝 食品の機能性分野、化学分析
	　 　  湯浅　まき子 食品表示
	　 　  中治　十成 品質管理、ＨＡＣＣＰ
	　 　  尾﨑　恒夫 生産設備、食品工場設計
	　 　  上田　泰弘 海外展開支援
	　 　  頼　進文 その他（調理）
	　 　  長田　隆 品質管理、国際規格（HACCP）
	　 　  吉元　誠 商品開発、研究開発



